
災害復興

№７ さつま町議会だより

営業再開を知らせるのぼり

⑨

市來　修議員

平田　昇議員

商
工
業
被
災
者
に
支
援
を

町
長
／
町
単
独
で
は
困
難

皆が救われる事を願う

町長／県当局に働きかけている

町
独
自
の
制
度
は

町
長
／
個
店
に
は
難

　
　
　
し
い

町
長
　
助
成
金
は
公
益
性
が

あ
る
の
で
、
個
店
に
つ
い
て

対
応
し
て
い
く
の
は
厳
し
い

で
す
。
制
度
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
に
強
く
要
望
し
て
あ

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
　
再
開
業
広
告
料
の
全
額

　
支
給
に
つ
い
て

平
田
　
法
の
基
準
で
被
害
度

は
測
れ
な
い
。
柔
軟
な
思
い

や
り
で
査
定
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
苦
し
い
町
財
政
に
皆
の

理
解
と
協
力
を
求
め
よ
。

町
長
　
指
摘
ど
お
り
、
被
災

者
が
等
し
く
救
わ
れ
る
様
に

県
に
対
し
て
被
災
者
の
拡
充

と
救
済
適
用
条
件
の
緩
和
を

働
き
か
け
一
定
の
成
果
も
出

ま
し
た
。

　
復
旧
費
に
注
ぎ
込
む
税
収

は
、
等
し
く
税
金
を
負
担
す

る
町
民
の
理
解
の
範
囲
内
に

な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
町

民
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

市
來
　
再
開
業
さ
れ
る
商
工

業
者
の
機
械
設
備
、
什
器
備

品
に
対
す
る
支
援
や
災
害
借

入
金
に
対
す
る
本
町
の
利
子

補
給
の
支
援
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

町
長
　
耕
地
災
害
な
ど
と
異

な
り
、
国
・
県
の
支
援
措
置

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の

財
政
も
非
常
に
厳
し
く
、
町

独
自
で
の
支
援
は
困
難
で
あ

り
ま
す
。

　
利
子
助
成
に
つ
い
て
は
、

県
の
助
成
分
に
本
町
独
自
の

助
成
分
を
加
え
る
こ
と
に
よ

り
、
低
利
の
融
資
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

平
田
　
長
た
る
者
が
町
民
県

民
に
対
し
て
の
「
経
歴
詐

称
」
を
未
だ
恥
じ
な
い
な
ら

 
″嘘
つ
き
井
上
町
長
″
と
罵

倒
す
る
私
を
名
誉
毀
損
で
訴

え
よ
。

町
長
　
そ
ん
な
時
間
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
來
　
国
・
県
に
制
度
が
な

く
て
も
町
独
自
で
制
度
を
つ

く
る
こ
と
が
地
方
分
権
で
は

な
い
か
。
予
算
書
を
入
念
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
支
援
の
た
め

の
予
算
は
で
き
な
い
か
。

災
害
復
興

私
を
名
誉
毀
損
で

訴
え
よ

町
長
／
そ
ん
な
時
間

　
　
　
は
な
い

水が引いた後の部屋は家財等が散乱


